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1期複素数平面上での様々な移動

複素数zに対する、移動後の点が表す
複素数のまとめ. とし、点Cが表す懕：：

：：：iiii複素数をZcとする。
• 実軸方向にa、虚軸方向にh移動

に2+（athi）
・実軸対称 - I 対称より.・虚軸対称 m - I

Z e = I
• 原点対称 a - Z -E--_-

!

・Bf.si）
= 2，・原点中心にk倍拡大

の k z
(KER）に極形式

.原点が
嗹移動が
役柄嚙 BからAへは、実軸方向に-1、虚軸方向に

↳ Z.（cosO t i s in0） B移動しているので、 Aから同じ分移動
※ 原点中心でなければ、原点まで平行移動 させて、 Zc二二，
☆複素数平面とセットで理解を！



②が 選 つまり、ベクトルと同様に考えられる。

→ これは、和・差.実数倍のみであることからもAがBCの中点となるので、
納得 . （前セクション良問

ZA=がなーく ← a ）
☆派生して、 1点を表す複素数はt

⇐> Z e = 2 2 A - Z B 追加でC(r）をおいて、△ABCが存在すれば
=2-（2-Ei）=上、 その真上を表す複素数は メが-_-8

（X）については分点公式をおさえておく.

' 'T f i B )
m:hに内分する点が表す数は"「川

" #

座 興

.fi？！i？？！
いいとおいは..
の中点であることから

11 = t- o、_Eee

#

（ah）=（0，B）

（証明は、メとBを具体的において、
→ ZEI，、複素数平面上で座標の公式から）



④ 回転移動ーー ← B を . A ま わ り に 1 が 回 転 =（1-B i） .（-D+ I =

!

，

に は

!

（ い 兀 興 十 五

DBを平行移動

#

1が回転→平行移動の図學←今回は角度が考えやすいので

して戻す 有効_原点訕）の移動になっ
た！ ，、ImD AB=2、

線分ABと実軸正の 一

向きとのなす角は 60 2
ti
！

600なので、
右図から

* の平行移動

が芝
で、；
邃：藤"

- E-_-・-_-

$

'・BにBi） ②回転分輿
正三角形に〉ある頂点を中心として、

※ Zetas=（涙器晁（wsdtでsind）
の

1つの頂点が60（or-60）回転
死に対応 書かれ方が多い. して、残りの頂点と重なる.



2通りある。' Am =（1-Bi）.（I+Ei）+ I

=I（1+3）+1BをAまわりに600回転 -

AをBまわりに60°回転 = z e
※ これ以外は

.............ie？：
！籥籬！豐：

!

！蔛：癲移動

（13をA
まわりに-60回転でも ） BにBi）

もちろんOk

( i ) BをAまわりに60°回転させる. = （一ItB i )G t E i ) t k Bi） に戻す

=E（-1-3）+（2-Fi）2 c = （ZB-ZA） （cosE t i s i nE ) t ZA
B t 移 動 一 転 → 平 行 ヶ 面 =一

!

，、 角度を直接考え
↳ に して戻す

たいときは、この原点、おーーら）の移動になった！
☆ これからわかる通り. I 複素数求めれ

長☆平面上でもさっきと
同じように確認を！ <BAC=Arg（達が

"

-） が成立、



（4）
2通りある！ Hm

，、Im " -90°回転鯊齏；「嫌
欖巌'"，
が！"'t

B e aまわりに一転、

i .※ i i
-900回転Bになり

（i)BをAまわりに90°回転させる.
2c=（ZB-ZA）（cosI t i s inき）t ZA②回 転 縦 學 Bt移動→うか→平行ヶ駒

直角二等辺三角形 に戻す
=（ 1 - s i） - i + 1

⇐>直角の頂点を中心として、
1つの頂点が90°（or-90°）回転して、 二け、，
残りの頂点と重なる.



( i i ) BをAまわりに-90°回転させる. Imた が回転
2c=（ZB-Za）（codice+

B t 移 動 → 900回転→平行移動 450回転して戻す
=（ 1 - s i）-1-i）+1 e .

！奩..
濞が..C a o

= t t i y y e
※ でてきた2つのZ.が表す点の中点はAに
なるはず . 劺（けていないかりー ー = 1 . 確かに .

ZE(ZA-ZB）×E(us E t i s i n E）+ZB
ヘイ

"

で移動、 → 一 千 行 は 補
③ 回転移動（13中心）
ー ー

（式のみ紹介） で 2倍拡大 して戻す

Zi(ZA-ZB）で2（usf i t i s inに》+ZBBを中心にして.Aを45°（-457回転させて
E倍に長さABを拡大 へ

"

行移動の → 一 千 行 は 福
+ た倍拡大 して戻す


